














25日（木）

湖国の除雪隊が行く！
記録的な積雪に見舞われた北陸で国道の車が立ち往生するなど、今年の冬は各地に大雪の被害がもたらされました。
国や自治体では、積雪の状況によって主要な道路の除雪作業を行っています。除雪のための特殊な車両を運転するには、大型特殊免
許や建設機械施工技士などの資格が必要なことから、除雪の担い手となるのは日頃から重機を扱っている地元の建設業者です。
今シーズン最大の寒波が接近する１月25日、国土交通省滋賀国道事務所彦根維持出張所を訪ねて、除雪活動を密着取材しました。

　彦根維持出張所では、国道８号線の竜王町鏡から米原市西円寺と８号線バイパス、および国道21号線の米原市西円寺から岐
阜県境までの除雪作業を行っています。
　除雪業務を請け負っているのは岐建・田中シビルテック地域維持型建設共同企業体で、取材では実際の作業を請け負う奥儀建
設株式会社の八幡さんに案内役をお願いしました。

24時間体制で雪に備える
　詰め所での待機は、国交省から
送られてくる雪氷予報情報に基づ
いて、対応や班の編成を行って決
定されます。１日に何回出動が必
要なのかも見えてくるので、交代
要員を準備して24時間体制を整
えます。
　今回の待機は23日の夜から始
まり、取材にうかがった25日は10
名が待機していましたが、全体で
のべ50名が作業にあたりました。

すべての作業を細かく記録
　オペレーターは雪寒巡回日誌に、岐阜県
境から竜王町鏡まで30か所あるチェック
ポインの通過時刻、天候、路面状態、交通
状況、路面温度などを記録します。
　また、除雪作業は公共工事であるため、
作業内容のほか、積み込んだ薬剤の量や
散布量、移動距離、稼働時間などを整理・集
計して報告書を作成し、発注者に提出しな
ければなりません。

高齢化が進む熟練技能者
　除雪グレーダーに付いている雪を払う
刃は、路面に触れると一気に減ってしま
います。しかし、路面から遠ざけると雪が
残ってしまいます。ここに熟練のテクニッ
クが必要なのですが、グレーダーの刃を
走行しながら微調整できる運転技能者が
いなくなってきています。
　最近では、大型免許を持っている若い
人が少なく、不規則な作業環境も相まっ
て、なかなか若い方が除雪対応に来てく
れないそうです。今は熟練技能者の方々
が頑張っていますが、世代交代しないと
近々に除雪できる人がいないという状況
になっていきます。
　昔に比べて労働条件も徐々に改善さ
れているとのことですが、さらなる改善に
取り組むだけでなく、改善されていること
のＰＲも必要です。

融雪剤散布は一晩に５回
　彦根維持出張所の場合、散布車
は一晩に５回出動して繰り返し融
雪剤を散布します。この日も23時
50分に帰還した北向きの散布車
が融雪剤を積んですぐに出発、０時
20分に戻った南向きの散布車も
融雪剤を積むとすぐ出発しました。
　その後２時には北向きが、２時
20分には南向きの散布車が戻り、
乗員を交替して４回目の散布に出
発しました。

除雪業務の課題
●勤務時間が長い（人がいないから続けての作業になる・昼間に別の作業がある）。
●高速が止まると確実に国道が詰まるので、除雪作業もできなくなる。
●除雪車の数に限りがあるので、精いっぱい動いても除雪しきれずもどかしい。
●�待避所を少し開けてあげたいという気持ちがあっても、本線が優先になるので
心苦しい。
●住民の皆さんからの苦情はないが、警察からの催促は多い。

除雪業務でやりがいに思うこと
●�みんなで和気あいあいとした雰囲気なのが一番楽しい。
●�業務形態上、長い時間を一緒に過ごすので自然と良い人
間関係を構築できる。
●�それぞれがお互いに気を
　使いながら、時には年齢を超えて
　冗談を言い合う雰囲気。
●社会的意義を強く感じられる。

密 着
レポート

モニターで滋賀県
全域の降雪状況を
チェック。高島、西浅
井の一部で降雪が
あるものの、全体的
に道路に雪はない
とのこと。融雪剤の
散布計画について
打ち合わせ。

18:30

南向きの散布車が帰還。米原市を中心にこの後2時間くら
い雪が多く降るという気象情報を受け、南向きの融雪剤散

布を中止して、５時から除
雪グレーダー、除雪トラッ
ク、散布車を総動員して除
雪作業に向かうことに。

4:30

長久寺から西円寺を走る
除雪車両の仕事の確認
へ。GPS情報で除雪車
両の位置を確認し、先回
りできる位置へ移動。

7:00

融雪剤の散布車が出動。２人一組で
散布車に乗り込み、北の県境までの
約60ｋｍと南の竜王町鏡までの約60
ｋｍの南北に分かれて２台が出発。

19:00

北向きの散布車が帰還し、すぐに融雪
剤を積み込み、そのまま連続で３回目
の融雪剤散布に出動。

23:50

米 原BP高 架 橋 の
下にある融雪装置
用の薬液タンクの
容量を点検。空が
白んでくる。

6:45

柏原付近で雪が降り始め
たため、柏原梓河内線の
融雪装置（水を出して路面
の雪を溶かす）を起動。

19:15

融雪剤の散布車が柏原基
地に、南の散布車が竜王
町鏡に到達。ここから折り
返しで戻ってくる。

20:30

北向き、南向きの散
布車が４回目の散布
に出発。これまで散布
車に乗っていた隊員
は仮眠を取り、翌日の
現場での仕事に備え
るとのこと。

2:30

米原BPの除雪状況
を確認。西円寺方向
から低速走行でやっ
て来る車両を待つ。

5:45

戻って来た北向き
の散布車に３トン分
の融雪剤を積み込
み、運転者を交代し
て再度出発。

21:30

戻って来た南向き
の散布車には、融雪
剤の大きな塊が詰
まっていたため、こ
れを取り除き、融雪
剤を積んで出発。

22:00

26日（金）

車両の点検、交替要員へ
の引き継ぎなどを行って
業務を終了。

8:30

お疲れさまでした！

5:30
作業の記録・報告書作成のため、オペレー
ターの八幡さんも現場に向かう。スマー
トフォンのアプリを使って、グレーダー、
除雪トラック、散布車のGPS情報をリア
ルタイムで確認することができる。

8:00
彦根維持出張所へ戻る道中も八幡さんは
除雪の状況をチェック。時には道路にたれ下
がってくる竹の除去を指示することも。通勤
時間帯を融雪剤散布だけでしのぐため、彦

根 維 持 出 張
所で待機して
い る 隊 員 に
散 布 車 の 準
備を指示。

除雪隊のみなさん！ 今年も地域のための除雪作業ありがとうございました！
手の空いた作業員が手作業
で歩道を除雪することも。15 14



んけ夢夢
『けんせつフェスタしが』を開催しました

夢けんプラザ絵画コンクールの審査会と表彰式

滋賀県建設業協会の活動について
ご紹介するコーナーです。
協会広報委員会のフェイス
ブックもあわせてご覧ください。

「平成29年度 滋賀県メンテナンス技術者養成講座」が終了

第５回婚活パーティーを開催

広報委員会の動き～『夢けんせつ春号』の取材など～

　滋賀県建設産業魅力アップ実行委員会主催で、建設産業の魅力を発信する『け

んせつフェスタしが』が、平成29年12月16日（土）に大津港にて開催されました。

　冷たい風の吹く中でしたが、たくさんのお客様にお越しいただき、盛大に開催

されました。

　出展ブースは、官公庁および建設産業団体連合会加盟団体を中心に36ブース。

ご来場のお客様は約２,100名となり、大盛況で幕を閉じました。

　たくさんのご来場、ありがとうございました

　10月４日、大津建設会館において第５回「夢けんプラザ絵画コンクール」の審査会が成

安造形大学の協力のもと開催されました。今回は県内34の小中学校より266点の応募をい

ただき、感性や観察力が豊かで力強い作品が多い中、第１部、第２部、第３部より最優秀

賞、優秀賞、入選の合計29点の入賞作品が決定しました。

　そして、最優秀賞を受賞された学校に表彰状を授与するため、12月５日に永源寺中学

校、12月７日に大宝東小学校、12月13日に小松小学校を本庄協会長が訪問、校長先生方の

前で受賞された生徒さんへ表彰状と賞品を手渡しました。

　滋賀県建設業協会が中心となって今年度からスタートした「滋賀県

メンテナンス技術者養成講座」（本誌昨年秋号でも掲載）が、予定どお

り３回開催され、24名の受講者全員が修了しました。

　今年度は７月、８月、そして２月に開催され、全員が、足掛け３日間

の講習会を舞鶴工業高等専門学校および滋賀県会場（実橋での講習

含む）で受講し、橋梁工学や、コンクリート・鋼橋構造物の損傷と対策、

現場実習ガイダンス、詳細調査手法等について学びました。来年度も

この講座は継続して開催します。

　この講習会受講生が、滋賀県の橋を守り、県民に一層の安心と安全

を提供できる技術者として活躍してくれることを期待しています。

　未婚化、晩婚化対策として、滋賀県建

設業協会では協会員に出会いの場を提

供する社会貢献事業として、婚活パー

ティーを開催しています。

　平成29年11月11日（土）にフェリエ南

草津において開催された、第５回目とな

る婚活パーティー、男性22名女性19名が

参加され、エンディングでは７組のカッ

プルが誕生しました。

　また、一昨年の第４回婚活パーティー

で誕生したカップルが、この春、めでたく

挙式されることになりました。

　会場の準備のほか、現場で働く男性参

加者の映像制作や、出会いの場を盛り上

げるためのプログラムづくりなど、たい

へんなことも多い事業ですが、カップル

が誕生し、さらにゴールインされること

がなによりの励みになります。

　青年部の先輩から声をかけていただいて婚活パーティーに参加しましたが、正
直なところその時はまったく期待していませんでした。
　ところが、たまたま正面に座っていた女性と音楽の話などで楽しく盛り上がり、
すっかり意気投合してパーティーが終わってから食事に行きました。今から思うと、
すでにその時、お互いに運命的な何かを感じていたと思います。
　プロポーズは昨年の４月、二人の交際を知っているまわりの人たちからは、いつ
プロポーズするかと注目されていたようです。
　彼女はしっかりと自立した大人の女性で、ケンカしても翌日には普通に接してく
れるし、忙しい時は休日も働いたり、帰りが遅くなったりするという自分の仕事に理
解があるのもありがたいです。
　30歳を過ぎているので両親もとても喜んでくれました。彼女と出会っていなかっ
たら婚期が遅れて心配をかけていたかもしれません。
　まず出会わないことには始まらないし、出会いのチャンスはどこに
あるかわかりません。だから、婚活パーティーにはぜひ行ってみるべ
きだと思います。

幸せいっぱいのＮさんにお話をうかがいました。

Ｎさん、メッセージありがとうございました！
お二人が末永くお幸せに、そして力を合わせてあたたかいご家庭を築かれますことを願っています。

　広報委員会では、昨年11月21日の「フォレストアドベンチャー・栗東」の

体験取材を皮切りに、『夢けんせつ春号』の取材をスタートしました。

　12月22日には、「おじゃまします」の取材で彦根の山甚建設㈱様を訪

れ、その後、会議室をお借りして第５回広報委員会を開催しました。

　「特集　話題の焦点」では、早くからインフラメンテナンスの研究と技術

者の養成に取り組んできた岐阜大学を訪問、沢田和秀インフラマネジメ

ント技術研究センター長と、六郷恵哲特任教授にお話をうかがい、構内に

開設されたインフラミュージアムを見学させていただきました。

　また、３月14日には立命館大学草津キャンパスで「学生団体Clown」を

取材しました。
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